	ディーゼル車

排気ガスの汚れ（黒煙）点検整備基準
	制定　　年　　　月　　　日
改定　　年　　　月　　　日

	目的
	肺がんの原因等とされ環境に影響のある現象である、排気ガスの汚れ（黒煙）を早期に発見し、黒煙を排出している車を発生させない。

	概要
	白紙等の基準器具による目視チェック。

当社では、すべての型式の車両で黒煙の発生を認めないものとする。

	点検者
	ドライバーと整備管理者
	点検時期
	１ヵ月に１回

	点検

方法
	【ドライバー】

運転席でアクセル操作
【整備管理者】

純白の紙など排気ガスに黒煙が含まれるかどうかを認識できるような基準器具を使用して、黒煙の排出の有無を確認する。
1 基準紙等が使用できる場合は基準面を自分に向ける

2 排気管出口から約１ｍ後ろ、横約１ｍのところに立つ

3 基準紙等は排出される黒煙に対して平行にする

4 アクセルを２～３秒間一杯に踏み込む

5 排ガスを追うように基準紙等をかざす
6 このときの黒煙が排出されているかを確認する

■適否の判断基準

適：黒煙は排出されない

否：黒煙が排出されている（どの濃度でも）

	点検

整備の

記録
	『グリーン経営車両点検・整備記録表』に
結果がよければ○、悪ければ×を記入する。

	異常時の対応
	『点検整備連絡シート』に記入し、整備工場に整備を依頼する。
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